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ゆめかなプロジェクト 

成果発表会 

午後の部 発表タイトル 

①「食物アレルギーがある人に寄り添うに

は？ 〜アレルギー対応のワッフルを作

ってみた！〜」 

②「高校生がプログラミングを学んで何がで

きるの？ ～センサーで感知してみた～」 

③「真のボードゲーム班とは？」 

④「珠洲のまつりに輝きを取り戻すために

は？」 

⑤「珠洲市の飲食店の魅力を広めるに

は？」 

１１月２４日（金）に、ゆめかなプロジェクト

（「総合的な探究の時間」）学習成果発表会を開催し

ました。本校９教室を会場にして行った午前の部で

は、計２７グループの生徒発表に加え、先生方や外部

の大人たちも発表者として参加し、日ごろの学びの成

果を報告し合いました。そして午後の部では、ラポル

トすず大ホールにて、生徒代表５グループが発表を行

いました（右表参考）。 

 

本校がゆめかなプロジェクトと銘打った探究学習の

取組を始めて今年度で８年目となります。当初と比べ

て探究テーマは随分と多様化し、生徒による探究の質

や主体的に学びに向かう姿勢もじわりじわりと底上げ

がなされてきたように思います。今回の発表会をもっ

て３年生のゆめかな学習は一区切りとなりましたが、

１・２年生でこれまで以上にワクワクする学びを創っ

ていきたいと考えています。これからもたくさんの

方々に本校生徒の学びへのご支援をいただけますと幸

いです。 

 

↑校内発表の様子 ↑校外発表の様子 
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私は、今まで奥能登芸術祭に行ったことも見たことも無かったので、今日はどこを見られるのかと期待しながらバ

スに乗っていました。沢山の芸術作品を見て回り、様々な体験をすることができ、授業の一環として奥能登芸術祭を

観光することができたこの貴重な機会に感謝します。 

 芸術祭の作品は、写真では伝わりきらない迫力や実際に手に取ることで芸術になる作品など、実際に行かないと分

からない楽しさやわくわくがありました。一見、普通の作品でも説明を見ると印象が変わるものや、その地域の歴史

に寄り添った作品、造形が凝っている作品など、どれも違った良さがありました。美醜というくくりでは良さを言い

表せない迫力、魅力を持った作品もあり、どれも素敵なものでした。作品の解説を読むとより一層魅力が深まる作品

もあり、見ていて楽しかったです。 

 また、作品以外にも芸術祭の魅力がありました。スタッフの方がいる所では、気さくに話しかけてくださったり作

品の説明をしてくださったり、人あたりが良い人が多かったことが印象に残っています。おそらく作品に関わった方

やその地域の方も居たと思います。塩船の作品や地域の歴史を詳しく説明してくださったご年配の方は多分そのよう

な方です。作品そのものだけでなく、周りの人の温かさや、地域の寄り添いを感じることができるのも奥能登芸術祭

ならではの良さだと思いました。 

 先日のゆめかなプロジェクトでは芸術祭の関係者の方の話を聞く機会がありました。その方は観光という目線では

決して考えない視点で芸術祭の問題点、懸念点を話していました。地域に彩りを与える反面、様々な問題があること

が分かりました。私は芸術祭をきっかけに様々な人や物と触れ合い、体験し、考えを深めることができました。改め

て、このような機会に感謝します。 

 

 

 

 
奥能登国際芸術祭 

JA のと様から配布して頂いた作品鑑賞パスポートを利用して、本校ビジネスコースの生徒が奥能登国際芸術祭

を見学し、普段見ることのできない芸術品を沢山鑑賞することができました。以下に、生徒の感想をご紹介しま

す。 

生徒の様子 

★様々な芸術を体感できました！  
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1 年 C 組の生徒を対象に、椿油を利用した石鹸づくりの講習会が行われました。外部講師として古畑峰花さんにお

越しいただきました。慣れない作業に苦戦しつつも石鹸に好きな色づけを行ったりと、楽しんで取り組んでいる様子

が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 学期期末考査最終日の 12 月５日(火)に、一般入試受験者と進路決定者に分かれて、３年生の学年集会を行いまし

た。一般入試説明会では、学校長の激励の言葉を受け、生徒は受験に向けて気を引き締めていました。また、進路決

定者集会では、生徒は残りの高校生活の心構えを再確認し、且つ一般入試受験者に対してできる限りのサポートをす

るよう、先生方からのお話がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

椿石鹸づくり 

一般入試説明会・進路決定者集会 

一般入試説明会 進路決定者集会 
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新人大会で優秀な成績を収めた生徒に対し

て、賞状が授与されました。また、作文コンク

ールなどの各種表彰も行われたことで、いつも

より多くの生徒が壇上に上がることができまし

た！ 

TORITO-N さんの昼食販売に加え、ろばた焼あさ

井さんの昼食販売が始まりました。毎週水曜日には

おいしいハンバーガーやカレーパン、牛すじ丼や

カレーライスなどのご飯ものやデザートも販売さ

れています！ 

 

詳しくは公式 LINEをチェックしてみましょう！ 

 

↓公式 LINE QR コード 

Tel : 0768-82-0515 

新人大会表彰伝達式 

昼食販売 

自動車学校 

10 月 26 日（木）に第１回自動車学校説明会を

本校の講義室で行いました。就職内定者15名と保

護者 5 名が参加しました。講師の能登自動車の橋

本校長先生から、安全運転の心構え、免許制度、

自動車学校の入校に関する手続き、教習内容や教

習時間等についての説明を受けました。 

能登自動車学校には、11月9日（木）から準中

型免許1名、12月5日（火）から普通免許11名

の計 12名が通校しています。 

この後、進学内定者を対象とした第２回自動車

学校説明会を行い、進学内定者は学年末考査最終

日に入校する予定です。 

 

1月予定表 


